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大本 

名古屋分苑 

分
苑
長 

秋
季
大
祭 
挨
拶 

サ
ル
ー
ト
ン 

こ
ん
に
ち
は 

只
今
は
爽
や
か
な
秋
空
の
も
と

名
古
屋
分
苑
秋
季
大
祭
な
ら
び
祖

霊
合
同
慰
霊
祭
を
皆
様
と
共
に
執

り
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

此
度
は
本
来
十
六
日
に
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
三
河
本
苑
完
成

報
告
祭
と
重
な
り
、
教
主
様
ご
臨

席
の
祭
典
に
東
海
教
区
主
会
長
全

員
と
本
部
審
査
委
員
を
さ
れ
て
お

ら
れ
る
妹
尾
正
治
様
が
招
待
さ
れ

た
た
め
、
本
日
に
変
更
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

八
年
前
の
名
古
屋
分
苑
で
の
完

成
報
告
祭
を
思
い
浮
か
ば
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。 

九
月
二
十
四
・
二
十
五
日
と
開

催
い
た
し
ま
し
た
祭
式
講
習
会
と

葬
祭
研
修
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、

の
べ
二
十
六
人
の
参
加
者
が
あ
り

ま
し
た
。 

今
回
は
、
祭
式
を
初
め
て
受
講

さ
れ
る
方
が
六
名
お
見
え
に
な
ら

れ
真
剣
な
面
持
ち
で
実
技
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

葬
祭
研
修
会
で
は
、
一
連
の
招

魂
式
・
発
葬
式
・
家
祭
・
五
十
日

合
祀
祭
、
ま
た
一
日
で
葬
儀
を
行

う
式
次
第
な
ど
研
修
さ
れ
ま
し
た
。 

十
一
月
に
入
れ
ば
月
始
祭
と
同

じ
五
日
に
本
部
で
は
に
こ
に
こ
大

家
族
、
六
日
は
開
祖
大
祭
が
行
わ

れ
ま
す
。 

今
年
は
開
教
百
三
十
年
の
節
目

に
当
た
り
、
み
ろ
く
大
祭
同
様
に

本
宮
山
参
拝
が
許
さ
れ
て
い
ま
す
。 

名
古
屋
分
苑
誠
心
会
の
行
事
と

し
て
開
祖
大
祭
一
週
間
前
の
十
月

二
十
九
日
と
三
十
日
に
金
龍
海
周

辺
の
大
八
洲
神
社
・
沓
島
冠
島
神

社
・
大
本
塩
釜
神
社
と
そ
の
周
辺

整
備
等
の
献
労
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。 今

回
の
開
祖
大
祭
で
は
、
お
玉

串
の
記
念
品
と
し
て
本
宮
山
の
ヒ

ノ
キ
の
間
伐
材
で
作
ら
れ
た
お
箸

の
ご
下
付
が
あ
り
ま
す
。
玉
串
参

拝
を
さ
れ
る
方
は
本
日
、
私
が
お

預
か
り
い
た
し
ま
す
。 

十
一
月
の
私
の
予
定
と
し
て
は
、

月
始
祭
の
五
日
は
本
部
よ
り
依
頼

を
う
け
ま
し
た
「
に
こ
に
こ
大
家

族
の
集
い
」
の
お
手
伝
い
に
ご
奉

仕
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

月
次
祭
の
二
十
日
は
本
部
よ
り

全
国
主
会
長
・
人
類
愛
善
会
協
議

会
長
会
議
の
出
席
要
請
が
あ
り
ま

し
た
の
で
出
席
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

よ
っ
て
分
苑
の
両
祭
典
は
欠
席

し
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 

十
二
月
に
入
れ
ば
月
始
祭
後
に

総
代
会
を
開
催
し
令
和
四
年
度
の

（
仮
）
収
支
決
算
を
審
査
し
て
頂

き
ま
す
。 

十
二
月
十
八
日
は
月
次
祭
後
に

機
関
長
会
議
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

皆
様
に
は
、
令
和
五
年
度
の
行

事
予
定
表
を
全
国
機
関
長
会
議
に

発
表
さ
れ
る
本
部
の
行
事
と
東
海

教
区
を
交
え
た
行
事
予
定
表
を
作

成
し
て
配
布
い
た
し
ま
す
。 

 

本
日
の
ご
参
拝
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

コ
ー
ラ
ン
ダ
ン
コ
ン 

行
事
報
告 

●
月
始
祭 

十
月
一
日
（
土
） 

参
拝
者 

十
二
名 

 

斎
主 

 
 

青
山 

将
士 

祭
員 

 
 

小
林 

清
人 

進
行 

 
 

天
野 

静
子 

●
直
心
会
聖
地
献
労
（
緑
寿
館
） 

 

十
月
一
日
（
土
）
令
和
元
年
の

ご
奉
仕
以
来
、
今
回
久
し
ぶ
り
の

緑
寿
館
献
労
に
行
か
せ
て
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
度
よ
り
、
綾
部
で
の
宿
泊

が
可
能
と
な
り
、
八
時
半
に
緑
寿

館
に
集
合
、
館
の
ご
神
前
に
ご
挨

拶
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
と
て
も

清
々
し
く
嬉
し
い
気
持
ち
で
満
た

さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
庭
の
苔
の
中
の
草
引

き
を
さ
せ
て
頂
き
聖
地
の
空
気
を

た
く
さ
ん
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
度
は
近
江
本
苑
の
方
々

と
ご
一
緒
で
、
貴
重
な
時
間
を
楽

し
く
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

参
加
者 

見
田
す
み
子 

五
十
川

松
子 

堀
和
子 

直
心
会
長 

堀
和
子 

報
告 

●
草
引
き
献
労
作
業 

津
島
支
部 

十
月
九
日
（
日
）
支
部
月

次
祭
終
了
後
、
海
津
市
に
移

動
し
て
十
二
時
半
よ
り
十
四

時
ま
で
小
雨
の
降
る
中
、
皆

で
懸
命
に
作
業
を
行
っ
た
。

ご
守
護
を
頂
き
本
降
り
に
な

る

と

同

時

に

予

定

の

範

囲

を

無

事

に

完

了

す

る

こ

と

が

で

き

た

。 

植
樹
し
た
松
は
一
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
に
育
っ
て
お
り
、
今
後

も
皆
様
の
ご
奉
仕
を
お
願
い

し
ま
す
。
参
加
者 

六
名 

瓜
生
秀
明 

報
告 

分
苑
た
よ
り 

 
 

な
ご
み 

 

お
ほ
や
し
ま
じ
ん
じ
ゃ 

め
し
ま
お
し
ま
じ
ん 

し
お
が
ま
じ
ん
じ
ゃ 

じ
ゃ 
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●
秋
季
大
祭 

 
秋
季
祖
霊
合
同
慰
霊
祭 

十
月
二
十
三
日
（
日
）
に
菱
川 

義
英
執
行
委
員
長
、
畠
山
茂
副
執

行
委
員
長
、
大
神
様
斎
主
・
高
嶋

善
雄
分
苑
長
、
慰
霊
祭
斎
主
・
久

野
武
男
の
も
と
、
厳
粛
に
執
行
さ

れ
、
祭
典
後
に
は
八
雲
琴
「
庭
津

鳥
」
が
奉
納
さ
れ
た
。 

引
き
続
き
、
堀
宜
雄
特
任
に
よ

る
講
話
「
信
仰
叢
話
、
追
膳
供
養

の
大
切
さ
」
を
受
講
し
た
。 

参
拝
者
六
十
六
名 

（
大
祭
関
係
者
含
む
） 

☆
前
日
は
十
時
か
ら
直
心
会
・
準

備
委
員
に
よ
り
分
苑
の
清
掃
・

祭
典
準
備
が
行
わ
れ
た
。 

 
新
米
の
販
売
に
つ
い
て 

今
年
も
例
年
通
り
、
川
地
善
則

様
よ
り
、
愛
善
酵
素
農
法
、
減
農

薬
で
栽
培
さ
れ
た
新
米
を
販
売
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。 

白
米 

５
ｋ 

２
，
１
０
０
円 

玄
米 

５
ｋ 

２
，
０
０
０
円 

 
 

ご
希
望
の
方
は
十
一
月
末
日
ま

で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

 

担
当 

総
務 

瓜
生 

行
事
予
定 

 

十
一
月
二
十
日
（
日
） 

月
次
祭 

午
前
十
時
半
よ
り 

 十
二
月
三
日
（
土
） 

 

月
始
祭 

午
後
一
時
半
よ
り 

 

総
代
会 

 

言
葉
の
力 

そ
の
⑦ 

 
 
 

特
任
宣
伝
使 

妹
尾
正
治 

 

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日
の
中

日
新
聞
に
載
っ
て
い
た
見
出
し
で

す
。 

『
キ
ュ
ウ
リ 

夏
だ
け
の
味
に
？
』

こ
の
言
葉
で
皆
さ
ん
は
何
を
思
い

つ
き
ま
す
か
？
「
キ
ュ
ウ
リ
は
体

を
冷
や
す
効
果
が
有
る
か
ら
夏
に

食
べ
た
方
が
良
い 

」 

「
時
期
物
は
そ
の
時
期
に
食
べ
る

の
が
体
に
良
い
」
ど
ち
ら
も
正
解

で
す
。 

し
か
し
本
文
で
は
環
境
問
題
を
真

剣
に
見
直
す
時
に
来
て
い
る
と
、

大
手
ス
ー
パ
ー
「
バ
ロ
ー
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
」
の
会
長
兼
社
長
の
田

代
正
美
氏
が
語
っ
て
い
ま
す
。 

『
昔
は
キ
ュ
ウ
リ
は
夏
し
か
食
べ

ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
（
中
略
）

今
、
環
境
問
題
で
で
す
ね
、
オ
イ

ル
を
ガ
ン
ガ
ン
た
い
て
で
す
ね
、

キ
ュ
ウ
リ
を
食
べ
な
き
ゃ
い
か
ん

っ
て
い
う
の
が
ま
た
見
直
さ
れ
る
』

こ
れ
は
私
た
ち
消
費
者
に
む
け
た

苦
言
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

又
、
企
業
側
に
立
っ
て
は
、
『
当

日
仕
入
れ
た
「
旬
」
の
商
品
を
そ

の
日
に
売
り
切
る
よ
う
な
、
昔
な

が
ら
の
「
八
百
屋
」
「
魚
屋
」
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
回
帰
す
る
こ

と
が
脱
炭
素
に
つ
な
が
る
』
と
独

自
の
視
点
で
語
っ
て
み
え
ま
し
た
。 

食
品
ロ
ス
も
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
、
私
た
ち
は
出
来
る
だ
け

旬
の
食
材
を
使
っ
た
食
事
に
心
が

け
又
、
食
材
に
感
謝
し
て
使
い
切

る
こ
と
が
健
康
に
も
つ
な
が
り
、

神
様
の
お
道
に
も
叶
う
行
動
だ
と

思
い
ま
す
。 

月
次
祭
な
ど
の
神
饌
物
を
見
て
、

年
中
店
頭
に
並
ん
で
い
る
キ
ュ
ウ

リ
・
ナ
ス
・
バ
ナ
ナ
な
ど
は
、
神

様
は
喜
ん
で
み
え
る
の
だ
ろ
う

か
？
と
感
じ
る
こ
と
が
有
り
ま
す
。 

キ
ュ
ウ
リ
一
本
か
ら
の
エ
コ
生
活

を
皆
さ
ん
と
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。 


